
（No.５７　２００７年１１月号）

　

九
月
二
十
四
日
実
験
植
物
園
で
、
絶
滅
危
惧
種

の
見
直
し
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
聴
講
に

い
き
ま
し
た
。

　

危
惧
種
の
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
や
保
全
の
取
り
組
み

で
ラ
ン
ク
下
げ
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
牛
久
の

植
物
も
何
種
類
か
は
含
ま
れ
て
お
り
ラ
ン
ク
下
げ

は
ノ
ジ
ト
ラ
ノ
オ
、
ア
ッ
プ
は
バ
ア
ソ
ブ
、
ツ
ル

カ
コ
ソ
ウ
な
ど
で
あ
る
。

　

里
山
自
然
観
察
隊
は
そ
れ
ら
を
目
的
に
活
動
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
ば
し
ば
牛
久
の
レ

ッ
ド
デ
ー
タ
の
植
物
に
出
会
え
る
事
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
時
は
渡
辺
さ
ん
が
丁
寧
に
解
説
し
て
下

さ
り
、
関
心
が
高
ま
っ
て
く
る
の
を
期
待
し
て
い

る
。

　

今
年
の
活
動
は
観
察
地
を
絞
り
、
一
般
向
け
の

里
山
植
物
ガ
イ
ド
、
会
員
の
為
の
観
察
に
分
け
目

的
を
明
ら
か
に
し
た
。
ガ
イ
ド
は
将
来
会
員
が
参

加
者
の
案
内
が
出
来
る
よ
う
に
、
会
員
向
け
は
小

野
川
上
流
域
に
定
め
、
林
と
水
田
に
分
け
、
一
定

の
範
囲
の
中
で
植
物
を
見
分
け
な
が
ら
ど
の
よ
う

な
植
物
が
ど
の
く
ら
い
生
息
し
て
い
る
か
を
、
多

い
【
４
】
〜
も
っ
と
も
少
な
い
を
【
１
】
の
数
字

で
表
し
た
。
水
田
で
あ
れ
林
で
あ
れ
同
じ
よ
う
に

見
え
て
も
管
理
次
第
で
そ
の
生
態
は
ま
っ
た
く
違

っ
て
く
る
。
人
の
生
活
の
中
で
環
境
は
ど
の
様
に

で
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
事
を
改
め
て
実
感
し
て
く

る
。

　

気
づ
き
〜
関
心
へ
、
そ
し
て
何
よ
り
も
自
然
へ

の
愛
情
と
、
地
道
な
活
動
を
継
続
し
て
こ
そ
よ
り

深
く
里
山
を
見
つ
め
る
事
が
出
来
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

よ
り
、
深
く
里
山
を
知
る　

　

里
山
自
然
観
察
隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〈
高
野　
美
栄
子
〉

＜里山自然観察隊の活動の様子＞
　　　　　　　　足下に目をやれば、そこは宝箱
　　　　　　　　　　　　　宝箱の中身は場所によって様々です
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市
内
街
路
樹
調
査
と

                

「
広
報
う
し
く
」
へ
の
資
料
提
供

　

ア
キ
ニ
レ
、
モ
ミ
ジ
バ
フ
ウ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ト

ウ
カ
エ
デ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
ユ
リ
ノ
キ
、
ナ
ン
キ

ン
ハ
ゼ
…
。
さ
て
？
「
知
っ
て
る
、
見
た
事
あ
る

よ
！
」
と
い
う
木
は
、
何
本
あ
り
ま
し
た
か
。
普

段
は
、
考
え
る
事
が
イ
ッ
パ
イ
あ
っ
て
、
な
か
な

か
木
の
名
前
ま
で
、
気
が
ま
わ
り
ま
せ
ん
ね
。
上

記
は
、
「
巨
木
リ
サ
ー
チ
事
業
―
街
路
樹
グ
ル
ー

プ
」
が
今
夏
調
査
し
た
市
内
の
街
路
樹
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
本
以
上
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

う
し
く
カ
ッ
パ
祭
り
が
行
わ
れ
る
「
花
水
木
通

り
」
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
、
植
栽
時
に
は
２
５
６
本

あ
っ
た
も
の
が
１
４
本
枯
れ
て
し
ま
い
、
今
は
２

３
２
本
残
っ
て
い
ま
す
。
又
、
駅
東
口
前
の
県
道

「
け
や
き
通
り
」
の
ケ
ヤ
キ
は
そ
の
樹
形
に
、
市

を
代
表
す
る
並
木
道
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
さ
れ
て
い
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
上

部
が
切
ら
れ
、
か
つ
て
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

枯
れ
た
り
、
人
為
的
に
切
ら
れ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
枯
葉
の
始
末
、
電
線
、
隣
接
境
界
地
等

の
問
題
も
あ
り
、
今
の
時
代
、
樹
木
も
ス
ク
ス
ク

と
伸
び
て
い
く
の
は
並
大
抵
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

樹
木
は
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
を
発
散
し
て
、
私
た
ち

の
生
理
機
能
を
活
性
化
し
て
く
れ
ま
す
し
、
季
節

の
花
や
紅
葉
が
四
季
を
通
し
て
、
心
に
や
す
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
八
月
の
街
路
樹
調
査
中
も
、

木
陰
を
日
よ
け
と
し
て
歩
き
、
緑
の
有
難
さ
を
身

に
沁
み
て
感
じ
ま
し
た
。
又
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
面
で
も
、

Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
・
貯
蔵
す
る
樹
木
の
果
た
す
役
割

は
大
き
く
、
牛
久
で
も
樹
木
保
全
の
必
要
性
は

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
保
全
に
は
、
予
算
が
大

き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
が
、
先
ず
市
内
の
児

童
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
、
樹
木
に
深
い
関
心
と
係

わ
り
を
持
っ
て
も
ら
う
事
が
、
保
全
の
第
一
歩
だ

と
思
い
ま
す
。

活
動
開
始
の
経
過

　

巨
木
リ
サ
ー
チ
事
業
と
市
は
、
毎
月
第
三
火
曜

日
に
担
当
者
連
絡
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
市
民
の

「
樹
木
へ
の
関
心
を
高
め
る
」
方
策
と
し
て
、
六

月
の
連
絡
会
で
次
の
３
つ
の
提
案
を
し
ま
し
た
が
、

Ａ
、
Ｂ
案
に
賛
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
Ｃ
案
は
今

後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
案
ー
市
情
報
紙
「
広
報
う
し
く
」
に
街
の
木
の

　
　
　

紹
介
欄
を
設
け
る
。

Ｂ
案
ー
街
路
樹
に
樹
木
ラ
ベ
ル
（
樹
木
名
板
）
を

　
　
　

取
り
付
け
る
。

Ｃ
案
ー
巨
木
、
古
木
、
稀
少
木
の
所
有
者
に
、
市

の
認
定
証
を
発
行
す

る
。
Ａ
、
Ｂ
案
を
実

現
す
る
た
め
、
七
月

か
ら
九
月
を
活
動
期

間
と
定
め
て
参
加
者

を
募
っ
た
所
、
暑
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
メ

ン
バ
ー
２
８
名
中
１

４
名
が
参
加
、
七
月

十
二
日
に
巨
木-

街

路
樹
グ
ル
ー
プ
（
以

下
Ｇ
）
の
活
動
が

巨
木
リ
サ
ー
チ
事
業
報
告　
　
　

増
田　
勝
彦
（
街
路
樹
Ｇ
ー
責
任
者
）

＜街路樹Gの打合せ＞

うしく里山の会には

個性豊かなプロジェクトが

たくさん活動しています。

先月はどんなことがあったでしょうか？

それでは紹介しましょう！



３面

ＡＢＣＤＥＦＧ

：

：

：

： ：

〈
街
路
樹
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
の
調
査
〉

,

＜調査の合間にホット一息＞

＜樹木ラベルの一例＞

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

概
要
は
、
次
の
通
り
で
す
。　

〈
街
路
樹
Ｇ
内
の
役
割
分
担　

敬
称
略
〉

〇
広
報
う
し
く
（
対
象
樹
木
の
写
真
撮
影
と
解
説

文
作
成
）　

・ 

撮
影
チ
ー
ム
―
井
上
・
臼
井
・
戸
塚
・
高
木
・

増
田
・
渡
辺

・ 

原
稿
チ
ー
ム
―
假
屋
・
簡
・
羽
賀

〇
樹
木
ラ
ベ
ル

・
ア
キ
ニ
レ
チ
ー
ム　

樹
種
・
本
数
の
確
認
、
幹

周
り
計
測
調
査
ー
飯
田
・
井
上
・
臼
井
・
假
屋
・

簡
・
佐
藤
・
高
木
・
田
澤
・
戸
塚
・
羽
賀
・
平

塚
・
増
田
・
村
尾
・
渡
辺

・
ク
ス
ノ
キ
チ
ー
ム　

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
取
付

け
方
法
、
予
算
（
案
）
作
成
ー
飯
田
・
假
屋
・

簡
・
田
澤
・
平
塚
・
増
田
・
村
尾
・
渡
辺

〇
資
料

・ 

ユ
リ
ノ
キ
チ
ー
ム　

調
査
地
図
と
提
出
資
料
の

作
成
―
簡
・
佐
藤
・
平
塚
・
前
田
・
増
田
・
渡
辺

活
動
の
結
果

Ａ
―
市
情
報
紙
「
広
報
う
し
く
」
の
九
月
一
日
号

に
「
わ
が
街
の
木
」
と
し
て
、
ユ
リ
ノ
キ
の
写
真

と
解
説
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
月
シ
リ
ー
ズ
で
毎

号
１
日
版
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

Ｂ
―
樹
木
ラ
ベ
ル
の
調
査
は
、
対
象
街
路
樹
約
５

８
０
０
本
の
樹
種
の

特
定
と
本
数
確
認
・

幹
周
測
定
を
実
施
、

ラ
ベ
ル
の
形
状
、
デ

ザ
イ
ン
、
予
算

（
案
）
を
ま
と
め
た

資
料
を
連
絡
会
で
担

当
課
へ
提
出
し
ま
し

た
。
残
る
は
、
予
算

措
置
が
課
題
で
す
。

　

七
月
に
街
路
樹
Ｇ

を
編
成
、
炎
天
下
の

八
月
初
旬
に
調
査
ス
タ
ー
ト
、
終
了
の
九
月
十
一

日
ま
で
の
活
動
は
１
２
回
を
数
え
ま
し
た
。
「
広

報
う
し
く
」
担
当
の
皆
さ
ん
は
、
引
き
続
き
市
へ

の
資
料
提
供
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

来
春
に
は
牛
久
駅
前
の
東
西
を
初
め
と
す
る
地

域
に
、
名

札
を
ぶ
ら

さ
げ
た
樹

木
が
お
目

見
え
す
る

か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

お
楽
し
み

に
！

今月の古木・希少木

No.７ 
イロハモミジ
イロハカエデ
タカオモミジ
タカオカエデ

日
本
の
カ
エ
デ
属
は
２
６

種
Მ
本
県
で
も
１
５
種
以

上
あ
り
ま
す
Ნ
そ
の
う
ち

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
は
福
島

県
・
福
井
県
Ტ
九
州
Მ
県

内
で
は
北
部
や
山
地
に
分

布
し
ま
す
Ნ
牛
久
で
は
社

寺
の
境
内
や
旧
家
の
屋
敷

な
ど
に
古
木
が
あ
り
ま
す

が
Მ
自
生
木
か
否
か
は
分
り
ま
せ
ん
Ნ
今
年
度
の

社
寺
境
内
の
調
査
木
は
５
本
に
達
し
ま
す
Ნ
美
し

い
紅
葉
を
愛
で
る
た
め
古
く
か
ら
観
賞
木
に
供
さ

れ
Მ
園
芸
品
種
が
多
数
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
Ნ
紅

葉
の
鑑
賞
の
他
Მ
絵
画
や
歌
の
対
象
に
さ
れ
て
き

た
身
近
な
樹
木
だ
Ჿ
た
た
め
Მ
い
ろ
い
ろ
な
名
前

が
つ
い
て
い
ま
す
Ნ
モ
ミ
ジ
は
赤
や
黄
の
色
を
揉

み
い
ず
る
と
い
う
語
源
に
Მ
カ
エ
デ
は
蛙
手
（
カ

エ
ル
テ
）
に
Მ
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
は
葉
の
裂
片
を
端

か
ら
「
い
ろ
は
Ქ
」
と
数
え
る
子
供
の
遊
び
に
Მ

そ
れ
ぞ
れ
由
来
し
ま
す
Ნ
さ
ら
に
タ
カ
オ
カ
エ
デ

は
京
都
の
カ
エ
デ
の
名
所
で
あ
る
高
雄
に
因
み
ま

す
Ნ
モ
ミ
ジ
に
紅
葉
の
字
を
あ
て
た
の
は
平
安
時

代
か
ら
で
Მ
そ
れ
ま
で
は
黄
葉
と
書
か
れ
た
そ
う

で
す
Ნ
紅
葉
狩
り
の
起
源
は
分
り
ま
せ
ん
が
Მ
万

葉
人
の
時
代
か
ら

あ
Ჿ
た
と
の
説
も
あ

り
ま
す
Ნ

　
　

（
渡
辺　

泰
）

.



４面

石
神　
良
三

牛
久
自
然
観
察
の
森　
　
　

 

斉
藤　
孝

ム
ジ
ナ
の
行
方

　

前
回
に
応
援
隊
の
活
動
内
容
を
報
告
致
し
ま
し

た
が
、
通
称
ム
ジ
ナ
の
里
に
関
し
て
、
詳
報
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

名
前
の
由
来
に
関
し
て
は
、
前
回
説
明
し
ま
し

た
の
で
、
省
き
ま
す
が
、
観
察
の
森
と
異
な
り
、

ム
ジ
ナ
は
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
年
代
か
ら
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
雑
木

林
。
そ
れ
が
本
当
の
姿
で
す
。
今
日
も
ム
ジ
ナ
で

蔓
取
り
を
し
て
来
た
の
で
す
が
、
ム
ジ
ナ
に
有
る

木
は
、
ほ
と
ん
ど
萌
芽
更
新
を
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
以
前
は
、
雑
木
が
利
用
さ
れ
て
い
た
事
の

証
明
で
す
。

　

ム
ジ
ナ
に
手
を
入
れ
る
前
は
、
踏
み
入
る
事
も

出
来
な
い
状
態
で
し
た
。

手
を
入
れ
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
近
隣
の
方
か

ら
の
連
絡
が
あ
り
、
奇
麗
に
な
り
、
作
業
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
昔
の
様
に
、
木
を
切
っ

て
も
良
い
か
…
と
の
事
で
し
た
。　

勿
論
、
地
主

さ
ん
で
す
の
で
、
自
由
に
利
用
し
て
下
さ
い
、
と

答
え
ま
し
た
が
、
キ
ノ
コ
の
ホ
ダ
ギ
に
利
用
す
る

…
と
聞
い
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
事
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

萌
芽
更
新
を
し
て
い
る
事
は
、
有
る
程
度
大
き

く
な
っ
た
木
を
切
り
、
ホ
ダ
ギ
や
炭
材
と
し
て
利

用
し
て
い
た
事
を
示
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

化
学
肥
料
の
普
及
、
燃
料
と
し
て
の
価
値
の
低
下
、

等
に
よ
り
、
雑
木
林
も
利
用
し
な
く
な
り
、
つ
い

に
は
人
も
入
れ
な
い
様
な
林
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

有
る
程
度
下
草
を
刈
り
、
定
期
的
に
管
理
を
し

て
行
く
と
、
今
ま
で
日
に
当
た
ら
ず
育
つ
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
色
々
な
植
物
が
芽
を
出
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
は
良
い
の
で
す
が
、
奇
麗
に
な
っ
た
雑

木
林
の
利
用
法
は
何
で
し
ょ
う
か
？　

手
を
入
れ

た
い
荒
廃
林
は
、
沢
山
有
り
ま
す
。

　

牛
久
に
あ
る
全
て
の
雑
木
林
を
奇
麗
に
し
た
い

の
で
す
が
、
奇
麗
に
し
て
…
そ
れ
か
ら
ど
う
す
る

か
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
ホ
ダ
ギ
に
利
用
す
る
と
し

て
も
、
め
っ
た
に
有
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
し
、
炭

材
と
し
て
も
利
用
仕
切
れ
る
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

今
考
え
て
入
る
の
は
、
有
る
程
度
整
備
（
散
策

路
等
で
す
が
）
出
来
た
ら
、
地
主
さ
ん
の
許
可
を

得
て
、
一
般
公
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

色
々
な
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

を
皆
で
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
…
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ひ
と
つ
言
え
る
の
は
、
雑
木
林
に
入
る
と
、
と

て
も
気
持
ち
が
良
い
の
で
す
。
是
非
、
皆
さ
ん
に

こ
の
気
持
ち
良
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

取
り
あ
え
ず
、

や
っ
て
見
て
、

そ
の
先
は
、
き

っ
と
後
で
分
か

る
で
し
ょ
う
。

雑
木
林
応
援
隊
活
動
報
告　

雨
宮　
廣
之

これからの季節の雑木林は
紅葉がとても奇麗です。

「平成１９年度上半期利用まとめ」
　指定管理者二年目の上半期（四月～
九月）が終了しましたので、施設利用
に関してご報告いたします。まずは入
園者数、四月：４６５５名、五月：５
７９８名、六月：４３３８名、七月：
４０２７名、八月：５３２３名、九
月：４１９４名　上半期合計：２８３
３５名。ちなみに昨年度上半期の入園
者数は２６５８３名で、昨年度を１７
５２名上回っています。
　続いて主催行事は実施：８２回、２
２１５名参加。学校・団体ガイド実施
は：５６回、２９５２名参加。ボラン
ティア活動は８４活動、５５７名参加。

セルフ利用の団体は１２８団体、２２
５４名利用となりました。
　最も来園者数の多かった日ベスト3は、
第一位が五月五日こどもの日：７７８
名、第二位がスズムシプレゼントを実
施した九月九日：７４２名、第三位が
五月三日：５５０名となりました。
　いよいよ芸術の秋、十一月三日から
十七日までは「牛久バードカービング
同好会作品展」も開催されます。皆さ
んどうぞご来場
下さい！

＜本物より
　　本物らしい？！＞
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＜見分けるコツも丁寧にお教えします＞

　

今
年
度
５
回
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
「
植
物

観
察
会
」
の
第
４
回
目
を
十
月
十
三
日
（
土
）
に

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
は
第
２
回
目
と
同

じ
地
域
で
同
じ
テ
ー
マ
（
湿
地
植
物
の
観
察
）
で

の
調
査
で
す
。

　

当
日
は
晴
れ
時
々
曇
り
の
天
候
で
風
も
な
く
絶

好
の
観
察
日
和
で
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
初
め

て
「
植
物
観
察
会
」
に
参
加
す
る
３
名
の
方
を
含

め
総
勢
１
２
名
。
観
察
場
所
は
小
野
川
上
流
域
の

２
ヵ
所
（
東
大
和
田
地
区
４
ポ
イ
ン
ト
と
猪
子
地

区
２
ポ
イ
ン
ト
）
の
水
田
で
す
。

　

午
前
９
時
前
に
は
稲
刈
り
の
済
ん
だ
水
田
に
立

ち
入
り
、
渡
辺
泰
さ
ん
の
指
導
の
下
、
水
田
に
生

え
て
い
る
野
草
の
観
察
を
開
始
し
ま
し
た
。

各
水
田
と
も
稲
刈
り
が
済
み
、
切
り
株
の
後
に
は

２
番
穂
の
葉
が
青
々
し
、
実
が
付
い
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
東
大
和
田
地
区
の
水
田
で
は
ポ

イ
ン
ト
４
ヵ
所
で
調
査
し
ま
し
た
が
、
水
田
は
水

が
抜
か
れ
、
完
全
に
干
上
が
っ
て
い
る
状
態
で
一

部
の
田
圃
で
は
雑
草
対
策
の
一
環
と
し
て
の
耕
起

も
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
見
す
る
と
調
査
箇
所

４
ヵ
所
と
も
同
じ
よ
う
な
環
境
条
件
に
あ
る
水
田

と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
詳
し
く
観
察
し
て
見
る
と

植
物
の
発
生
状
況
（
種
類
・
量
）
に
は
差
が
あ
り
、

管
理
の
仕
方
や
農
薬
の
使
用
等
に
違
い
が
あ
る
事

が
推
測
さ
れ
ま
す
。
土
地
改
良
が
な
さ
れ
区
画
整

理
さ
れ
た
水
田
は
以
前
の
水
田
と
は
異
な
り
、
殆

ど
の
水
田
が
乾
田
化
さ
れ
て
い
る
為
、
生
え
て
い

る
植
物
は
湿
地
の
植
物
（
ア
ゼ
ナ
、
ア
メ
リ
カ
ア

ゼ
ナ
・
キ
ク
モ
・
コ
ナ
ギ
等
）
だ
け
で
は
な
く
、

畑
地
に
生
育
す
る
植
物
（
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
・
ト
キ

ン
ソ
ウ
等
）
も
同
じ
よ
う
に
確
認
さ
れ
計
４
０
数

種
の
野
草
を
記
録
し
ま
し
た
。
又
、
調
査
ポ
イ
ン

ト
２
か
ら
３
へ
の
移
動
の
際
、
途
中
の
道
端
で
牛

久
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
「
ウ
シ

ク
グ
」
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
猪
子
地
区
の
水
田
２
ヵ
所
の
ポ
イ
ン
ト

で
調
査
し
ま
し
た
が
、
牛
久
で
の
確
認
情
報
が
少

な
い
「
ミ
ズ
マ
ツ
バ
」
や
牛
久
の
絶
滅
危
惧
種
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
マ
ル
バ
ノ
サ
ワ
ト
ウ
ガ
ラ

シ
」
と
「
サ
ワ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
」
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

尚
、
次
回
の
活
動
は
「
植
物
ガ
イ
ド
」
の
第
４

回
目
を
十
一
月
十
日
（
土
）
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
市
内
城
中
地

区
の
里
山
で
「
里

山
の
草
木
の
果
実

を
見
る
」
を
テ
ー

マ
に
草
木
の
観
察

を
し
ま
す
。
一
般

市
民
の
方
、
会
員

の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

＊
集
合
場
所
と
時
刻

　

・
得
月
院
前
の
駐
車
場　

午
前
９
時

　

・
連
絡
先　

０
２
９
―
８
７
３
―
６
５
６
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
野
）

ア
ケ
ビ
が
う
ま
い
！

　

十
月
十
三
日
（
土
）
に
第
４
０
回
さ
と
や
ま
が

っ
き
ゅ
う
「
実
り
の
秋
が
や
っ
て
来
る
。
五
感
で

感
じ
て
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
活
発

に
活
動
し
て
い
る
蜂
達
を
考
え
、
竜
ヶ
崎
市
蛇
沼

公
園
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
公
園
に
入
っ
た
だ
け

で
、
雑
木
林
か
ら
大
量
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
赤
や
黄

色
に
色
づ
き
始
め
た
奇
麗
な
落
ち
葉
や
、
ま
ん
ま

る
に
熟
れ
た
ド
ン
グ
リ
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

今
年
は
ク
ヌ
ギ
の
ド
ン
グ
リ
も
た
く
さ
ん
。
ど
ん

ぐ
り
が
大
好
き
な
カ
ケ
ス
た
ち
も
、
今
年
は
大
忙

し
の
秋
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

実
り
の
秋
は
生
き
物
達
だ
け
で
は
な
く
、
僕
た

ち
に
も
た
く
さ
ん
の
楽
し
み
を
用
意
し
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
季
節
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
ア
ケ
ビ

で
し
ょ
う
！
ま
だ
ま
だ
自
然
の
多
い
こ
の
周
辺
で

は
、
ア
ケ
ビ
の
蔓
が
、
あ
っ
ち
の
枝
に
つ
か
ま
り
、

こ
っ
ち
の
枝
に
つ
か
ま
り
、
縦
横
無
尽
に
蔓
を
張

り
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
蔓
を
追
っ
て
行
く
と

…
あ
り
ま
し
た
！
見
事
に
色
づ
き
開
い
た
ア
ケ
ビ

が
そ
こ
か
し
こ
に
実
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
お

一
つ
拝
借
。
う
っ
す
ら
透
き
通
っ
た
実
を
口
に
含

む
と
、
ほ
ん
の
り
と
優
し
い
甘
さ
が
広
が
り
ま
す
。

お
菓
子
に
は
無
い
自
然
な
甘
さ
が
と
て
も
気
持
ち

よ
く
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
蛇
沼
公
園
の

周
辺
を
散
策
中
に
は
、
み
ん
な
で
順
番
に
木
の
実
、

草
の
実
を
探
し
て
ど
の
ぐ
ら
い
の
数
を
あ
つ
め
ら

れ
る
か
「
木
の
実
リ
レ
ー
」
を
し
て
み
ま
し
た
。

お
よ
そ
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の
あ
い
だ
に
、
な
ん

さ
と
や
ま
が
っ
き
ゅ
う
告
知

若
林　
和
浩

里
山
自
然
隊
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
平
塚　
芳
雄
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と
約
２
０
種
類
の
木
の
実
、
草
の
実
を
見
つ
け
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
実
り
の
秋
で
す
。
そ

の
中
で
も
、
ま
た
ま
た
秋
の
味
覚
を
収
穫
。
「
ム

カ
ゴ
」
で
す
。
ム
カ
ゴ
は
山
芋
の
蔓
に
つ
く
実
。

こ
れ
が
地
面
に
落
ち
る
と
そ
こ
か
ら
山
芋
が
育
ち

ま
す
。
こ
れ
も
、
古
く
か
ら
ご
飯
と
一
緒
に
炊
く

「
ム
カ
ゴ
ご
飯
」
が
定
番
メ
ニ
ュ
ー
。
実
際
に
食

べ
て
み
る
と
、
ほ
く
ほ
く
と
し
た
食
感
と
粒
の
大

き
さ
で
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
ご
飯
の
様
な
感
じ
で
、

な
か
な
か
美
味
し
い
で
す
。

　

次
回
の
さ
と
や
ま
が
っ
き
ゅ
う
は
、
十
一
月
二

十
五
日
（
日
）
に
開
催
予
定
で
す
。
十
一
月
の
雑

木
林
は
な
ん
と
い
っ
て
も
紅
葉
の
美
し
さ
。
と
び

っ
き
り
の
お
粧
し
を
し
た
木
々
た
ち
が
僕
ら
を
迎

え
て
く
れ
ま
す
よ
。

　

詳
細
は
さ
と
や
ま
が
っ
き
ゅ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
遠
山
地
区
の
雑
木
林
は
観
光
地
に
も
負
け
な
い
美
し
さ
〉

昨
年
の
活
動
風
景　

～自然界には「８対２の法則」があります～

（記　安村 和真）

!

「
８
対
２
の
法
則
」
ご
存
知
の
方
も
多

い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
地
面
に
は

よ
く
ア
リ
が
歩
い
て
い
ま
す
ね
。
ア
リ

の
群
れ
の
う
ち
真
面
目
に
エ
サ
を
探
し

て
い
る
の
は
全
体
の
８
割
、
た
だ
フ
ラ

フ
ラ
歩
い
て
い
る
だ
け
の
が
２
割
く
ら

い
い
る
と
い
う
法
則
で
す
。
同
じ
よ
う

な
こ
と
は
私
た
ち
人
間
の
世
界
で
も
言

え
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
学
校
で
勉
強

を
し
ま
す
ね
。
８
割
く
ら
い
の
子
供
た

ち
は
普
通
に
勉
強
す
る
わ
け
で
す
が
、

２
割
く
ら
い
の
子
は
勉
強
が
あ
ま
り
好

き
で
は
な
く
て
、
何
か
他
の
こ

と
に
興
味
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

大
人
に
な
っ
て
会
社
な
ど

で
働
き
ま
す
と
、
色
々
な

人
に
出
会
う
機
会
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
も
や
は
り
真

面
目
に
働
く
人
は
全
体
の
８
割
、
残

り
２
割
く
ら
い
は
働
き
が
今
一
つ
と
い

う
感
じ
の
人
が
ど
う
し
て
も
い
る
も
の

な
の
で
す
。
８
割
の
人
達
と
２
割
の
人

達
を
合
せ
て
、
そ
れ
で
組
織
（
全
体
）

が
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
こ

の
よ
う
に
、
自
然
界
の
「
８
対
２
の
法

則
」
と
は
、
生
活
の
場
の
あ
ち
こ
ち
で

見
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
「
８
対
２
の
法
則
」
少
し
言
葉

を
変
え
ま
す
と
、
「
２
割
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
対
策
を
打
つ
と
、

８
割
は
通
る
」
と
い
う
よ
う
に
で
き
ま

す
。
学
校
の
勉
強
や
ビ
ジ
ネ
ス
界
、
も
ち
ろ

ん
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
で
も
応
用

で
き
る
考
え
方
で
す
ね
。
全
部
Ｏ
Ｋ
に
し
よ

う
と
思
う
と
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
か

え
っ
て
能
率
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ

り
も
問
題
の
２
割
の
「
核
・
ポ
イ
ン
ト
」
を

押
さ
え
て
そ
こ
に
集
中
的
に
対
策
を
打
つ
こ

と
で
、
８
割
は
Ｏ
Ｋ
に
な
る
と
い
う
考
え
を

持
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

思
い
起
こ
し
て
み
れ
ば
、
私
が
こ
の
法
則

を
知
っ
た
の
は
数
年
前
の
こ
と
で
し
た
。
そ

れ
よ
り
前
の
私
は
「
全
体
の
う
ち
、
重
要
な

２
割
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
」
こ
と

な
ど
全
く
意
識
せ
ず
に
漠
然
と
勉
強

や
仕
事
な
ど
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
「
立
身
出
世
」
な
ど
と
は
あ

ま
り
縁
の
な
い
人
生
を
生
き
て
き

ま
し
た
。
た
だ
、
一
つ
だ
け
感
じ
る

も
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
「
地
球
」
を

全
体
と
し
て
考
え
た
と
き
に
、
２
割
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
い
る
問
題
は
何
か
な
？
と
考

え
る
と
、
や
は
り
「
環
境
問
題
」
か
な
と
思

い
ま
す
。
次
に
「
心
」
の
問
題
で
し
ょ
う
か
。

現
在
私
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
健
全
な
心

身
を
育
て
る
土
壌
に
な
る
の
で
は
？
と
考
え

な
が
ら
日
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
目
標
は
大
き
く
明
確
に
、
実
行

は
身
近
で
で
き
る
こ
と
か
ら
。
「
２
割
の
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
、
８
割
の
結
果
を
出

す
」
を
心
が
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
毎
日
を
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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広
報
委
員
会
よ
り
お
知
ら
せ

会員の皆様よりご要望があれば、
印刷・発送準備終了後に、簡単
なパソコン教室を開きます。
パソコン触るの怖い…。
説明書を読んでも分からない…。
ポスター作りにチャレンジした
い！
などなど、パソコンについて分
からないことがあれば、ご質問
ください。
もちろん会報もパソコンを使っ
て作ってますよ！

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
活
動
に
参
加

し
た
一
般
参
加
の
方
か
ら
頂
い
た
、
感

想
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
月

そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
か
ら
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
羽　

宏
之

　

私
、
将
来
の
そ
ば
打
ち
名
人
を
夢
み
て
い
る

初
々
し
い
六
十
五
才
で
す
。
種
ま
き
か
ら
そ
ば
切

り
ま
で
の
全
過
程
を
じ
っ
く
り
勉
強
し
よ
う
と
参

加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま

す
。

　

八
月
二
十
五
日
の
種
ま
き
に
続
き
、
十
月
十
三

日
は
第
二
回
目
の
そ
ば
刈
り
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
だ
実
り
が
十
分
で
な
く
残
念
な
が
ら

二
十
七
日
に
延
期
と
な
り
、
こ
の
日
は
そ
の
替
り

の
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。
観
察
の
森
奥
深
く
に
分

け
入
り
竹
竿
を
切
り
出
し
て
そ
ば
の
干
場
作
り
を

し
ま
し
た
。
そ
ば
作
り
に
は
こ
ん
な
工
程
も
あ
る

の
か
と
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
色
々

な
道
具
や
材
料
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
又
こ
こ
に

は
そ
れ
が
完
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し

た
。

　

里
山
の
会
は
さ
す
が
に
同
好
の
志
の
集
ま
り
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
ほ
っ
と
し
ま
す
。
き
っ
と

美
味
し
い
そ
ば
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。
今
後
の
そ

ば
刈
り
か
ら
そ
ば
打
ち
ま
で
、
ほ
ん
と
に
楽
し
み

で
す
。

広報委員会では、会報さとやまの印刷・発送の

お手伝いをしていただける方を募集しております！

作業は封筒に宛名ラベルを張ったり、会報を入れ

たりなど、簡単な作業です。

毎月、わいわいガヤガヤ楽しくやってます！

次回の会報印刷日は十一月二十八日（水）午後
一時からネイチャーセンターで行います。
事前に登録などは必要ありませんので、お手伝
いいただける方は午後一時までにお越しください。

よろしくお願いいたします。

記事を書
きたい！

編集をし
てみたい

！

取材をし
てみたい

！
なども随時募集中です！
興味のある方いらっしゃいましたら、
ご連絡お待ちしています。



※活動日は都合により変更になる場合がありますので，最新情報はホームページでご確認ください。

森：観察の森，　NC：観察の森ネイチャーセンター，　Ｐ：駐車場，　畑：観察の森駐車場奥の畑，

コジュケイ：観察の森内コジュケイの林，　観察舎畑：観察の森内観察舎前の畑，ムジナ：結束町の雑木林（通称ムジナの里），

市：牛久市役所，　アヤメ園：三日月橋観光アヤメ園，　(受)：受託事業，　(休園日)：観察の森休園日

１１月の里山カレンダー

会報さとやま　２００７年１１月号（発行・ＮＰＯ法人うしく里山の会）
事務局　300-1212茨城県牛久市結束町４８９－１　（牛久自然観察の森内）　電話０２９－８７４－６６００

８面

編
集
後
記

　

「
心
配
事
は
尽
き
な
い
…
」

　

去
年
の
秋
は
、
冬
鳥
達
が
た
く
さ
ん

牛
久
や
周
辺
の
里
山
に
渡
っ
て
き
ま
し

た
。
あ
ま
り
の
鳥
達
の
多
さ
に
、
餌
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
？
山
で
何
か
お

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
地
球
温
暖

化
の
せ
い
で
は
な
い
か
な
か
？
な
ど
な

ど
鳥
好
き
の
間
で
頭
を
悩
ま
せ
た
も
の

で
す
。
で
は
、
今
年
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？
僕
の
家
の
周
り
で
は
、
モ
ズ
が
毎

日
キ
ー
、
ギ
チ
ギ
チ
、
キ
ョ
ッ
キ
ョ
ッ

っ
と
高
鳴
き
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
観
察
の
森
で
話
を
伺
う
と
、
去
年

に
比
べ
、
冬
鳥
た
ち
は
多
少
少
な
い
様

で
す
。
冬
鳥
の
シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
で
す
が
、
飛
ん
で
来
て
く
れ

な
い
な
ら
く
れ
な
い
で
、
心
配
事
は
つ

き
ま
せ
ん
。
「
便
り
の
な
い
の
は
良
い

便
り
」
と
い
い
ま
す
が
、
鳥
達
に
も
住

み
や
す
い
環
境
が
残
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
冬
の
寒
さ
に
耐
え
る
為
に
、

羽
毛
で
ま
ん
ま
る
に
な
っ
た
鳥
達
を
見

る
の
が
楽
し
み
で
す
。
今
年
も
ベ
ニ
マ

シ
コ
の
可
愛
い
姿
が
み
れ
る
か
な
？
今

年
の
冬
は
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

1 2 3 （文化の日）

○アヤメ園（受） ○じゃがいも
　8:00アヤメ園Ｐ 　9:00梅林畑

4 5 （休園日） 6 （休園日） 7 8 9 10
○巨木古木ﾘｻｰﾁ(受 ○アヤメ園（受） ○雑木林畑隊 ○アヤメ園（受） ○雑木林畑隊 ○里山自然観察隊
　8:30市役所玄関 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:30畑 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:30観察舎畑 　9:00得月院Ｐ
　調査 ○そばＰ

　9:30観察舎
（会報等原稿〆切）

11 12 （休園日） 13 14 15 16 17
○雑木林応援隊 ○アヤメ園（受） ○雑木林畑隊 ○アヤメ園（受） ○雑木林畑隊 ○そばＰ
　9:00ムジナ 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:30畑 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:30観察舎畑 　時間未定NC

18 19 （休園日） 20 21 22 23 （勤労感謝の日）24
○運営委員会9:00NC ○アヤメ園（受） ○雑木林畑隊 ○アヤメ園（受） ○雑木林畑隊 ○巨木古木ﾘｻｰﾁ(受
○広報11:00NC 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:30畑 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:30観察舎畑 　8：30市役所玄関
○ｴｺｱｯﾌﾟ作戦 ○雑木林応援隊 　調査
　13:00NC 　9:00炭小屋 ○雑木林応援隊

　9:00炭小屋

25 26 （休園日） 27 （休園日） 28 29 30
○雑木林応援隊 ○アヤメ園（受） ○雑木林畑隊 ○アヤメ園（受） ○雑木林畑隊
　9:00炭小屋 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:30畑 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:30観察舎畑
○さとやまがっきゅう ○会報発送
　10:00森Ｐ 　13:00NC

日 月 火 水 木 金 土


